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(１) ISO/TC 20/SC 14/WG1＆WG8 
・ 2025年5月19-23日, 日本で開催 
・ 会場：つくば国際会議場
・ ホスト：SJAC 日本航空宇宙工業会
・ 米国 16名、フランス 8 名、中国は例年より増、韓国初参加
・ トランプ政権で宇宙政策大幅変更, 月ゲートウェイ中止他

→米国から来る人に詳しく聴きたい
・欧州とロシアの関係は? 

- 位置情報交換サービス（相対位置情報を含む）
・ 作業工程の遅れ
・ 2025年6月以降を目標に New Work Item Proposal 提出
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ISO/TC 20/SC 14 P-members
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Let’s join ISO as P-members



5

(２) 精密時間デバイスの国際標準化
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【技術等詳細及び社会的意義】
現代の社会で使われる精密時間は、GPS/ガリレオ/みちび

き等の測位衛星の信号を利用するものが主流である。この精
密時間情報は、ネットワークされた全ての機械やシステムが
相互運用するための基礎をなす情報として不可欠である。
欧州規格では既に、精密時間の仕様が右図のとおり３つの

レベル分けして規定されているが、我が国では未整備であり
遅れをとっている。この時、欧州のガリレオが利用されるが、
日本の「みちびき」は規格に入っていないことは問題である。
これらの問題を解決する為、欧州規格に遜色ない規定を作

り、「みちびき」を入れた上で国際規格に昇格させて、日本
国内・輸出品への反映・普及を図ることとする。
特に、みちびきを入れた衛星測位による時間測定誤差レベ

ル、電波を受けにくい場所での受信性能、ロバスト性能、イ
ンテグリティ性能、時刻信号受信におけるノイズレベル等に
ついて、性能条件及び試験方法を規定する。

【標準化する項目又は異業種連携等において実行する具体
的な標準化活動】（案）
（１）欧州で進む精密時間デバイス標準化の取り入れ
（２）新しい脅威であるGNSS妨害・スプーフィング（なり
すまし）

 への対策し頑強性・信頼性を向上
（３）項目としては、衛星測位による時間測定誤差、市街
地・準屋

 内での受信性能、ロバスト性能、インテグリティ性能、
レシー

 バー端末のノイズ量などの標準化

準天頂衛星を活用した精密時間デバイス
に関する国際標準化

一般社団法人 日本航空宇宙工業会

【概要】
衛星測位による航法を利用した交通の自動運行や自動物流

道路が普及した社会を実現するための重要な要素に、全ての
機械とシステムを安全で効率的に相互運用するための精密時
間基準を提供するデバイスがあり、国際協調を基礎にして日
本主導で国際標準化を行う。
既に欧州規格では、ガリレオ衛星を基礎とした精密時間標

準があり、日本の準天頂衛星「みちびき」が国際的に取り残
されないよう標準規定に入れ込むことにする。

【対象となる規格の分類（該当項目に○をつけてください。
分類の詳細は参考をご覧ください。複数可。）】
※標準開発、ＪＩＳ開発を行う場合、回答ください。

１．基本規格 ２．用語規格 ３．試験方法規格
４．製品規格 ５．プロセス規格

欧ガリレオ日みちびき 米GPS

精密時間

時刻・時間管理およ
び自動運転交通など

の
システムで利用

Level 1
1000ns
Level 2

100ns
Level 3

30ns

 欧州で年内に制定される見通しの EN 16605 時間端
末がそのまま ＩＳＯ になると、ガリレオ中心であって、
日本に不利となるため、国際標準化の主導権を日本がと
り修正する。
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※ 現時点では、EN 16605 Space - Galileo Timing Receiver - Functional and Performance 
Requirements and Associated Tests が発行済

EN 16605:2024
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EN 16605:2024
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(３) GNSSレコード＆リプレイ(R&R)受信機試験規格

低価格化したソフトウェア送受信機を用いて、電波信号を記録・再生

現在、ISO/CD 25082-1 として委員会原案検討段階。
日本、米国、ドイツ等から 64 個のコメントを受けて、検討を１年延長。
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(４) 宇宙擾乱情報サービスに係る国際標準化
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宇宙情報情報サービスの国際標準化

英ケンブリッジ大学リスク研究センターの研究に基づき、英ロイズが、公表した
「Lloyd’s City Risk Index 2015-2025」によると、宇宙天気現象がグローバルに
もたらす潜在的被害は約10.0兆円($1=¥154の時, 以下同じ)の規模であり、イン
フラ強化を提言している。この報告では、全世界の中で東京が最も大きな経済
的被害(約3000億円)を被ることが予測されている。予測される被害を回避・低
減し、被害を受けた時には復旧していくための備えをする必要がある。
参考文献： https://www.jbs.cam.ac.uk/wp-content/uploads/2020/08/crs-lloydscityriskindex-execsummary.pdf

前記の潜在的被害に対して、いわゆる保険数理的にフェアな保険料
比率を0.01とした場合、約1000億円の市場が成立する可能性がある。
保険の成立に関する参考文献： 林敏彦, 経済政策, 91頁, 放送大学教育振興会 (2009)

また、これ以外に同程度の規模にて、インフラ強化への投資への必要性が説
明される。特に前述のとおり東京や台北等が、世界で最もその投資必要とされ
ている都市であるとされている。

当事業では、市場規模が最大と考えられるダウンストリーム分野の
宇宙天気標準を開発するものである。

参考文献 https://www.soumu.go.jp/main_content/000821116.pdf (7頁)

https://www.jbs.cam.ac.uk/wp-content/uploads/2020/08/crs-lloydscityriskindex-execsummary.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000821116.pdf
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（５）その他の計画について



ISO Open Consultation on PNT
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Discovering and tapping into 
stakeholder expectations of 
standardization at a global level.
Under Council Resolution 53/2024, Council has 
approved a proposal to ISO Open Consultation
Positioning, navigation and timing services, 
led by KATS (Republic of Korea)
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